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エグゼクティブサマリー （平成29年８月期 第２四半期） 

売上 

利益 

17／8月期 
通期予想 

■連結売上高：47.9億円（前年比0.2％増） 
・眼鏡事業の譲渡により店舗数は減少も、 一店舗当たり売上高は伸長し、増収を確保。 

・ＥＣ事業を中心とした新規チャネルの収益化は発展途上で、売上貢献度は限定的。 

■連結売上総利益：30.9億円（前年比0.1％増） 

■連結営業利益：1.0億円（前年比49.3％増） 

・高収益の“Wish upon a star”の売上が堅調に推移し、売上総利益は増加。 

・ベトナム子会社製品での売上構成比は48.6％となり、商品原価率の低減に寄与。 

■連結売上高：96.0億円（前年比3.3％増） 

■連結営業利益：2.5億円（前年比15.4％増） 
・２Q業績は利益面で上方修正も、今後の積極投資を鑑み、通期予想は据え置き。 

（17/２Ｑ） 
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（17/２Ｑ） 

・売上総利益の増加に対して販売費及び一般管理費が減少し、営業利益は大幅改善。 

・グループマネジメント体制の強化による海外事業の成長が奏功し、連結業績に寄与。 
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Ⅰ．決算概要（平成29年８月期 第２四半期） 
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２０１６／２Ｑ 
（累計） 

売上 
構成比 

２０１７／２Ｑ 
（累計） 

売上 
構成比 

前期比 
増減率 

前期比 
増減額 

売上高 4,782 100.0％ 4,790 100.0％ 0.2％ 7 

売上総利益 3,087 64.6％ 3,090 64.5％ 0.1％ 3 

販売費及び 
一般管理費 3,018 63.1％ 2,987 62.4％ △1.0％ △30 

営業利益 68 1.4％ 102 2.1％ 49.3％ 33 

経常利益 47 1.0％ 120 2.5％ 153.5％ 72 

四半期 
純利益 2 0.1％ 88 1.8％ - 85 

Ⅰ-１．連結業績（経営成績） 

Ⅰ．決算概要 （平成29年８月期 第２四半期） 

（単位：百万円） 

個人消費の停滞、企業間競争の激化など厳しい外部環境の中、 

積極的なスクラップアンドビルドの実施など将来的な収益力の向上施策を推進 

＜経営成績（連結）＞ 

3 

連結売上高は、期末比較の店舗数減少に加え、
ＥＣ事業の計画未達も、”Wish  upon a star”

を基軸としたプロモーション施策の継続推進に
より、増収を確保。 

利益面は、売上総利益が前期比0.1％増加した
ことに加え、販売費及び一般管理費が1.0％減
少したため、営業利益は改善。 

主力の宝飾事業に経営資源を集中するため、
眼鏡事業の譲渡を決定した一方で、さらなるブ
ランド力の向上を目指すべく、銀座中央通りへ
の路面店出店を決定。 
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Ⅰ-２．連結業績（財政状態） 

２０１５／４Ｑ ２０１６／４Ｑ ２０１７／２Ｑ 
前期比 
増減額 

資 

産 

流動資産 5,497 5,677 6,310 633 

固定資産 1,426 1,392 1,549 157 

繰延資産 3 1 - △1 

合計 6,926 7,070 7,860 790 

負 

債 

流動負債 3,723 4,260 4,827 567 

固定負債 1,729 1,399 1,491 92 

合計 5,453 5,659 6,319 659 

純 

資 

産 

株主資本 1,437 1,443 1,509 65 

その他 36 △33 31 64 

合計 1,473 1,410 1,541 131 

負債純資産合計 6,926 7,070 7,860 790 

（単位：百万円） 

銀座路面店出店に伴い「商品及び製品」や「差入保証金」が拡大したため、 

中間期での総資産は前期末に比べ大幅に増加 

Ⅰ．決算概要 （平成29年８月期 第２四半期） 

銀座路面店出店や商品政策強化に伴う在庫の
拡大等により「商品及び製品」が266百万円、
「原材料」が77百万円増加 したことに加え、銀座

路面店の工事費用やシステム投資の一部支払
いにより233百万円がプラスされたことが要因。 

 

自己資本比率は19.1％となり、前期末に比べ0.5
ポイントの減少。 

「社債」が50百万減少したことに対して「借入金
総額」が585百万円、「支払手形及び買掛金」が
139百万円増加したことが要因。 

「利益剰余金」が65百万円増加したことに加え、 
「為替換算調整勘定」が44百万円増加したことが
要因。 
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Ⅰ-３．連結業績（キャッシュフロー） 

２０１６／２Ｑ 
（累計） 

２０１７／２Ｑ 
（累計） 

増減額 

営業 
キャッシュフロー 59 △495 △555 

投資 
キャッシュフロー △116 △111 5 

財務 
キャッシュフロー △72 492 565 

現金及び現金同等物の 
四半期末残高 486 733 246 

（単位：百万円） 

営業活動により495百万円、投資活動で111百万円の資金を支出し、 

財務活動で492百万円の資金を獲得した結果、四半期残高は733百万円に増加 

■営業ｷｬｯｼｭﾌﾛｰは、「たな卸資産」の増加に加え、銀座路面店出店等に伴う「前渡金」の増加が主な要因となり、495百万円のﾏｲﾅｽ。 

■投資ｷｬｯｼｭﾌﾛｰは、銀座路面店出店に伴う差入保証金による支出が主な要因となり111百万円のﾏｲﾅｽ。 

■財務ｷｬｯｼｭﾌﾛｰは、「短期借入金」の大幅増加に加え、「長期借入金」の増加が主な要因となり492百万円のﾌﾟﾗｽ。 

59 

△ 495 

△ 116 △ 111 △ 72 

492 486 

733 

△ 400 

△ 200 

0 

200 

400 

600 

800 

1,000 

△ 700 

△ 200 

300 

800 

1,300 

2016/2Q 2017/Q2 
営業ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ 
投資ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ 
財務ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ 
現金及び現金同等物の四半期末残高 

（キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
／
百
万
円
） 

（四
半
期
末
残
高
／
百
万
円
） 

Ⅰ．決算概要 （平成29年８月期 第２四半期） 
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Ⅰ-４．連結業績の推移 
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（店舗数：87） （店舗数：92） 

（店舗数：91） 

（単位：百万円） ＜経営成績（連結）＞ 

２０１５／２Ｑ 
（累計） 

２０１６／２Ｑ 
（累計） 

２０１７／２Ｑ 
（累計） 

前期比 
増減率 

売上高 4,516 4,782 4,790 0.2％ 

売上総利益 2,854 3,087 3,090 0.1％ 

販売費及び 
一般管理費 3,018 3,018 2,987 △1.0％ 

営業利益 △163 68 102 49.3％ 

経常利益 △160 47 120 153.5％ 

四半期 
純利益 △116 2 88 － 

中期5ヵ年計画の達成に向けた取り組みを加速させるなか、 

グループ全体の業績は増収増益で推移 

■店舗数は減少も、 ”Wish  upon a star”の販売強化が下支えとなり、一店舗当たりの売上高は増加。 

■台湾子会社の基盤整備やベトナム子会社の製造機能が着実に前進するなど、海外事業の貢献度は拡大傾向で推移。 

Ⅰ．決算概要 （平成29年８月期 第２四半期） 
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Ⅰ-５．個別業績の推移 
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（単位：百万円） ＜経営成績（個別）＞ 

２０１５／２Ｑ 
（累計） 

２０１６／２Ｑ 
（累計） 

２０１７／２Ｑ 
（累計） 

前期比 
増減率 

売上高 4,393 4,671 4,687 0.3％ 

売上総利益 2,724 2,969 2,962 △0.2％ 

販売費及び 
一般管理費 2,931 2,939 2,910 △1.0％ 

営業利益 △207 30 52 71.6％ 

経常利益 △227 2 29 － 

四半期 
純利益 △177 △40 1 － 

■ 店舗数の減少に加え、EC事業の売上貢献度が限定的も、“Wish upon a star”が牽引し、売上高は増加傾向で推移。 

■ 卸売上構成比の拡大により、売上総利益は微減も、全体コストが減少したため、利益面も回復傾向で推移。 

厳しい事業環境の中、コストバランスを踏まえた運用が奏功し、 

当第２四半期の個別業績は回復基調で推移 

（店舗数：81） 
（店舗数：85） 

（店舗数：84） 

Ⅰ．決算概要 （平成29年８月期 第２四半期） 
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Ⅱ．連結業績の詳細について 
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Ⅰ-１．売上高の状況 

店舗数は減少も、 “Wish upon a star”の売上高が堅調に推移し、 

国内既存店は前年同期比1.1％増、連結売上高は0.2％増と増収を達成 

1,256 1,671 1,774 

3,260 
3,111 3,016 

91 92 
87 

20 

30 

40 

50 

60 

70 

80 

90 

0 

1,000 

2,000 

3,000 

4,000 

5,000 

6,000 

２０１５／２Ｑ ２０１６／２Ｑ ２０１７／２Ｑ 

その他(※1） 

WUAS 

店舗数（※2） 

（売
上
高
／
百
万
円
） 

4,516 
4,782 4,790 

※1）その他売上は海外事業及び卸事業を含む 

（店
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） 

■ 商品別売上では、“Wish upon a star”が拡大傾向も、厳しい外部環境もあり、その他商品は低減傾向。 
 
■ チャネル別売上では、EC事業等の新規チャネルが発展途上も、国内既存店は1.1％増と既存チャネルが増収を牽引。 

Ⅱ．連結業績の詳細について （平成29年８月期 第２四半期） 

※2）店舗数は2Q期末時点比較のもの 
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Ⅰ-２．売上総利益の状況 

高収益商品の販売強化に加え、ベトナム子会社の有効活用を推進した結果、 

売上総利益は前年同期比0.1％増と同水準を維持 
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＜売上総利益の状況＞ 

売上総利益 売上総利益率 

42.1% 
49.4% 48.6% 

1,849 

2,307 2,279 

0 

500 

1,000 

1,500 

2,000 

2,500 

10.0% 

20.0% 

30.0% 

40.0% 

50.0% 

60.0% 

2015/2Q 2016/2Q 2017/2Q 

＜ベトナム生産商品の売上状況＞ 

売上構成比 売上高 

■高収益の“Wish upon a star” の構成比が前期34.9％から37.1％まで拡大するなど、売上総利益の増加に貢献。 
 
■ “Wish upon a star”を中心とするベトナム製品での売上構成比は48.6％と高水準で、売上原価率の低減に寄与。 
 
■店頭による高収益品売上が下支えも、製造メーカーとしての卸事業等の構成比拡大もあり、粗利率は0.1ﾎﾟｲﾝﾄ低下。 
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Ⅱ．連結業績の詳細について （平成29年８月期 第２四半期） 
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Ⅰ-３．販売費及び一般管理費の状況 
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3,018 3,018 2,987 

■人件費は、労働市場逼迫による人手不足を
背景とした採用コストの増加と専門ノウハウを
有する本社人員強化に要する費用が拡大した
ため前年同期比96百万円の増加（+8.5％）。 

■販売費は、３月の銀座路面店出店に傾注す
べく、12月商戦向けTVCMを抑制するなど、配

分バランスを計画的に見直したため、前年同期
比139百万円の減少（-20.2％）。 

■管理費は、スクラップアンドビルドに伴う費用
や銀座路面店出店を控えた準備期間での固定
家賃増等が影響し、前年同期比12百万円の増
加（+1.1％）。 

※括弧内の％数値は各科目における売上高に占める割合。 

販売費の抑制が奏功し、全体コストは減少も、 

人件費拡大による売上の底上げは限定的で、収益構造改革に課題 

Ⅱ．連結業績の詳細について （平成29年８月期 第２四半期） 
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Ⅰ-４．営業利益・経常利益・四半期純利益の状況 

２０１５／２Ｑ ２０１６／２Ｑ ２０１７／２Ｑ 
前期比 
増減率 

営業損益 △163 68 102 49.3％ 

営業外収益 29 7 39 405.7％ 

営業外費用 26 29 21 △25.1％ 

経常損益 △160 47 120 153.5％ 

特別利益 － － 26 － 

特別損失 － 26 9 △65.6％ 

税金等調整前 
四半期純損益 △160 20 137 553.9％ 

法人税等 △44 18 48 168.0％ 

四半期純損益 △116 2 88 － 

（単位：百万円） 
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■営業利益は、売上総利益の微増に加え、販売費の配分バランス見直しにより、102百万円（前期比49.3％増）まで改善。 

■経常損益は、営業利益の増加に加え、為替差益35百万円の計上により、 120百万円（前期比153.5％増）まで改善。 

■当期純損益は、特別利益として眼鏡事業に伴う事業譲渡益等26百万円を計上したことにより、88百万円まで改善。 

全体コストの減少と海外事業の利益貢献が進み 

営業利益、経常利益、四半期純利益は期首予想を上回り進捗 

Ⅱ．連結業績の詳細について （平成29年８月期 第２四半期） 
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Ⅲ．通期の見通し 
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先行き不透明な経済情勢など当社を取り巻く事業環境を踏まえ、 

中期5ヵ年計画の2年目として、当事業年度の基本方針に基づく施策を実行する 

。 

Ⅲ．通期の見通し （平成29年８月期 第２四半期） 

■外部環境認識  

 企業収益や雇用・所得環境の改善が見られたものの、地政学的リスクの高まりもあり不透明な経済環境で推移。 

 地域や所得環境を背景とした消費の二極化に加え、消費者意識の変化による選別志向の進展が加速。 

 雇用情勢の改善に伴う人材不足問題の深刻化や企業間競争の激化で事業環境は厳しい局面で推移。 

■当事業年度の基本方針  

 「ブランド力の強化」として、銀座路面店出店×“Wish upon a star” を基軸とした収益力の向上。 

 「本社改革の断行」として、マネジメント機能の強化と業務の仕組化・標準化による本社パフォーマンスの向上。 

 「不採算部門の排除」として、将来性を踏まえた選択と集中の高度化と経営資源の最適化による収益基盤の強化。 

■出退店状況  

2016/ 10/6  ﾄﾞｩﾐｴｰﾙ ﾋﾞｼﾞｭｿﾌｨｱ ららぽーと湘南平塚店 

2016/10/29  ﾌｪｽﾀﾘｱ ﾋﾞｼﾞｭｿﾌｨｱ そごう千葉店 

2016/11/25  ﾄﾞｩﾐｴｰﾙ ﾋﾞｼﾞｭｿﾌｨｱ ｾﾚｵ国分寺店 

2017/ 3/14 ﾌｪｽﾀﾘｱ ﾋﾞｼﾞｭｿﾌｨｱ  ｷﾞﾝｻﾞ 

2017/ 3/17 ﾌｪｽﾀﾘｱ ﾎﾞﾔｰｼﾞｭ 名古屋ﾊﾟﾙｺ店        

2017/4/12までの出店状況 

2016/10/23 ﾌｪｽﾀﾘｱ ﾎﾞﾔｰｼﾞｭ なんばﾊﾟｰｸｽ店 

2016/11/30 ｻﾀﾞﾏﾂ 大村本店（ｵﾌﾟﾄ） 

2016/11/30 ﾒｶﾞﾈﾌﾞﾃｨｯｸｻﾀﾞﾏﾂ 長崎店 

2016/11/30  ｸﾞﾗｰｼﾞｭｻﾀﾞﾏﾂ 西友道ノ尾店 

2016/12/31 ｻﾀﾞﾏﾂ ｲｵﾝ有家店（ｵﾌﾟﾄ） 

2017/  1/31 ﾄﾞｩﾐｴｰﾙ ﾋﾞｼﾞｭｿﾌｨｱ ﾏﾙｲﾌｧﾐﾘｰ志木店 

2017/ 2/19 ﾌｪｽﾀﾘｱ ﾋﾞｼﾞｭｿﾌｨｱ 東武百貨店池袋店 

2017/ 2/28 ﾌｪｽﾀﾘｱ ﾋﾞｼﾞｭｿﾌｨｱ 三越名古屋栄店 

2017/ 3/15 ｳﾞｨｴｰﾙ ﾋﾞｼﾞｭｿﾌｨｱ ﾏﾙｲｼﾃｨ池袋店 

 

 

2017/4/12までの退店状況 
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Ⅰ-１．当社を取り巻く環境と基本方針 
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基本方針 上期の進捗状況 下期の重点施策 

１．ブランド力の強化 

銀座中央通り路面店オープン準備 
東京大神宮に“Wish upon a star”ﾓﾆｭﾒﾝﾄ設置 
映画「君と100回目の恋」とﾀｲｱｯﾌﾟ 
EC事業の本格稼働 
有力百貨店の増床 
 

＜成長戦略＞ 
銀座＆WUASによる精神価値訴求型のﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ展開 
「ｼﾞｬﾊﾟﾝﾌﾞﾗﾝﾄﾞ」波及による国内外での売上拡大 
ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ需要の獲得強化 
ﾌﾞﾗｲﾀﾞﾙ需要の獲得強化（来店予約・法人営業） 
EC事業の軌道化・収益化 
百貨店ﾊﾞｲﾔｰｽﾞ賞3年連続受賞によるﾌﾟﾚｾﾞﾝｽ向上 

２．本社改革の断行 業務の仕組化・標準化に向けた業務改革ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ始動 

＜社内構造改革＞ 
本社ｽﾀｯﾌと販売現場との情報共有・人材交流の促進 
業務標準化によるﾁｪｰﾝｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝの再構築 
経営効率向上に向けた基幹ｼｽﾃﾑの刷新 
本社ﾌﾟﾛ化による生産性向上 

３．不採算部門の排除 
不採算店舗の退店 
眼鏡事業の譲渡 

＜成長戦略＆事業構造改革＞ 
将来性を見据えた選択と集中の高度化 
採用・育成の強化による不採算店舗の立て直し 
滞留在庫の削減推進 
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Ⅲ．通期の見通し （平成29年８月期 第２四半期） 

Ⅰ-２．当事業年度の基本方針に基づく下期重点施策 

当事業年度に掲げた３つの基本方針に基づく上期施策の進捗を踏まえ、 

成長戦略と構造改革を両輪とした下期重点施策を遂行する 

 

   ブランド力は着実に向上 

   社内構造改革の進捗は乏しい 

   店舗スクラップは一巡 
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Ⅰ-３．通期の見通し 

売上高は期首予想を僅かながら下回るも、利益面上振れの上期実績を踏まえ、 

足元での収益確保と下期施策の推進により通期予想の達成を目指す 
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△119 

102 

250 

1,970  
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9,600  

-7,000  

-5,000  

-3,000  

-1,000  

1,000  

3,000  

5,000  

7,000  

9,000  

-200 

-100 

0 

100 

200 

300 
営業利益 売上高 

（単位：百万円） ＜経営成績（連結）＞ 

１7／１Ｑ 
（会計） 

１7／２Ｑ 
（会計） 

１7／２Ｑ 
（累計） 

１7／２Ｑ 
（予想） 

通期予想 

売上高 1,970 2,820 4,790 4,900 9,600 

営業損益 △119 221 102 90 250 

経常損益 △119 240 120 65 190 

純損益 △91 180 88 15 40 

（
営
業
利
益
／
百
万
円
） 

（
売
上
高
／
百
万
円
）
 17/1Q 

17/2Q 
（累計） 

通期予想 

＜四半期実績と通期予想＞ 

■ 上期：店舗数減少とEC事業の計画未達により売上高は期首予想を下回るも、利益面は販売費の減少により上方修正。 

■ 下期：銀座路面店出店の効果やEC事業の立て直しによる売上伸長と積極投資のバランスを踏まえ、通期予想を据え置き。 

Ⅲ．通期の見通し （平成29年８月期 第２四半期） 
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Ⅳ．トピックス 
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配  当 縁結びの神様で有名な「東京大神宮」に灯りをともす 

“Wish upon a star”モニュメント設置 

2016年9月吉日。チェルシーフラワーショーに出品した石原和幸氏の作品に“Wish upon a s tar”オブジェを設置した縁で、東京大神宮にある同
氏がプロデュースした庭園にも、モニュメントの設置が実現しました。 

設置した“Wish upon a s tar”モニュメントは、天空から受けた光のパワーを源に、未来への夢や希望の光を照らしだすように、という想いで製
作しました。 

WUASモニュメント設置 

Ⅳ．トピックス （平成29年８月期 第２四半期） 



All Rights Reserved. Copyright SADAMATSU Company Limited.  19 

コラボレーション企画  

 
コラボレーションネックレスは 

2016年12月1日より 

サダマツグループ各店で発売。 

本作は若い世代に圧倒的な影響力を持つアーティスト“miwa”さん、幅広い年齢層の女性の支持を得る注目の俳優“坂口健太郎”さんが初主演する話題の

作品です。  

好きな人を想う純真無垢な気持ちが溢れる“時をかけめぐる泣ける純愛映画”『君と100回目の恋』。 

彼女の運命を変えるため、 100回の人生を捧げようとした彼と、 彼の1回の未来を守るために自分の運命を決めた彼女の物語。  

その劇中で時空を超えて、彼から彼女に贈られたただ一つのダイヤモンドのネックレス“Wish upon a star”が輝き続けます。 

2017年2月4日公開の映画『君と100回目の恋』と 

夢を叶える星のダイヤモンド ”Wish upon a star“が 

夢のコラボレーション 

Ⅳ．トピックス （平成29年８月期 第２四半期） 
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ECサイト (https://onlineshop.festaria.jp/) 

  2016年12月1日 自社ECサイト 

「festaria bijou SOPHIA Online Shop」グランドオープン 

Ⅳ．トピックス （平成29年８月期 第２四半期） 
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受賞 
 

 繊研新聞主催 2016年度「百貨店バイヤーズ賞」  

｢ディベロッパーが選んだテナント賞｣ダブル受賞のお知らせ 

Ⅳ．トピックス （平成29年８月期 第２四半期） 

◆フェスタリア ビジュソフィア 
 百貨店バイヤーズ賞（レディス）：グッドパートナー賞受賞  
 昨年のベストセラー賞の受賞に続き、3年連続の受賞となります。 

◆フェスタリア ボヤージュ 
 ディベロッパーが選んだテナント賞：キラリ賞受賞  
 昨年のプロポーズ賞の受賞に続き、2年連続の受賞となります。  

 
 東京大神宮への灯りのモニュメント設置や、映画「君と100回目の恋」とのコラボレーションなど、主力商品“Wish upon a star” 
の積極的なプロモーションによりブランド認知が高まり、夢を叶えるお守りジュエリーとして多くの皆様の共感を獲得したことが、今回の評価に繋
がったと考えております。  
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配  当 2017年3月14日  銀座中央通りに、国内最大級となる 

「フェスタリア ビジュソフィア ギンザ」オープン。 

銀座出店によるブランド力の強化（ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞｾﾚﾓﾆｰ） 

Ⅳ．トピックス （平成29年８月期 第２四半期） 

https://youtu.be/yDSbeEevoT0 オープニングセレモニー動画 ▶  

https://youtu.be/yDSbeEevoT0
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銀座出店によるブランド力の強化（トレイン広告） 

Ⅳ．トピックス （平成29年８月期 第２四半期） 

トレイン広告 
「フェスタリア ビジュソフィア ギンザ」のオープンに先駆けて、東京メトロ銀座線と丸ノ内線に3/7～21の間、
一編成全車両まるごとジャックしました。 
また、都営地下鉄全線にも3/8～22の間、中吊り広告を行い、認知促進を図りました。 
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朝日新聞 2017/3/21発行号（4面）経済 

名物コラム「波聞風問」に 
サダマツの成長戦略が取り上げられました。 

Ⅳ．トピックス （平成29年８月期 第２四半期） 

読売新聞 2017/3/22発行号（夕刊：9面）ファッション 

  「フェスタリア ビジュソフィア ギンザ」のオープン記事が 
 「モードUPDATE」に掲載されました。 

 
 
 
 
 
 

銀座出店によるブランド力の強化（一般紙掲載） 
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Ⅳ．トピックス （平成29年８月期 第２四半期） 

日経MJ2017/3/17発行号（7面）ファッション 

 「ブランドViews」に 
  サダマツの“Wish upon a star”戦略が取り上げられました。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

繊研新聞 2017/3/14発行号（2面） 

「フェスタリア ビジュソフィア ギンザ」のオープン記事が
掲載されました。 

銀座出店によるブランド力の強化（業界紙掲載） 
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Ⅳ．トピックス （平成29年８月期 第２四半期） 

 
 
 
 
 
 

WWD.com 2017/3/15 

 「フェスタリア ビジュソフィア ギンザ」のオープン記事が

掲載されました。  

銀座出店によるブランド力の強化（ネットニュース掲載①） 
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銀座出店によるブランド力の強化（ネットニュース掲載②） 

Ⅳ．トピックス （平成29年８月期 第２四半期） 
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 会社概要 
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会社名 

本社  

 

資本金  

従業員数  

事業年度 

定時株主総会 

基準日 

1単元の株式数  

株主名簿管理人 

 

上場取引所 

証券コード 

 

 

 

株式会社サダマツ  

東京都目黒区中目黒２丁目６番20号2階 

  （登記上の本社 長崎県大村市本町458番地９）  

743百万円（2017年年２月28日現在） 

連結：481人（2017年２月28日現在） 

毎年９月1日から翌年８月31日まで 

11月 

８月31日 

1,000株 

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部 

 

東京証券取引所 ジャスダック市場 

2736 

 

～経営理念～ 
 

ジュエリーに愛と夢を込めて 

「ビジュ・ド・ファミーユ」 
 

豊かな気持ち、かけがえのない想い出、ずっと持ち続けていたい夢 
 

私達の使命は、大切なあなたに、ジュエリーとともに愛と夢をお届けしていくことです。 

 


